
子どもたちを共にはぐくむ 

校長  檀 原  延 和 

 新年あけましておめでとうございます。令和８年

の新春を迎え、保護者・地域の皆様におかれまして

は、穏やかな年明けを迎えられたことと、心よりお

慶び申し上げます。日頃より、本校の教育活動に対

し、温かなご理解とご支援を賜り、深く感謝申し上

げます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

今年は、丙午(ひのえうま)の年です。｢丙｣は、周

囲を明るく照らす火、「午」は前へ進む力を表すとい

われています。子どもたち一人一人がもつ｢やってみ

たい｣「分かりたい」という思いに火を灯し、その意

欲を大切に育てていくことが、今、私たちに求めら

れていると感じています。本校では、学び手中心の

授業づくりを通して、子どもが自分のよさや可能性

に気付き、自分のペースで学びを進めることを大切

にしています。小さな挑戦と成功を積み重ねながら

自立して学び続ける力をはぐくみ、「今日が楽しく、

明日が待たれる学校づくり」を、今年も着実に進め

てまいります。 

また、本校では、コミュニティ・スクールとし

て、地域や保護者の皆様と共にある学校づくりを

進めています。登下校の見守りや地域行事への参

加、学習支援や居場所支援（かわせみ）、多様な

体験活動など、本校の教育活動は、皆様の支えに

よって成り立っています。 

スクール・コミュニティの考え方では、地域全

体が学びの舞台であり、地域の方々は子どもたち

の先生です。実際の体験や様々な立場の人たちと

の出会いを通して、子どもたちは学ぶことの意味

や楽しさを実感し、その学びが将来、社会の一員

として生きていくための確かな土台となっていき

ます。先月の 12月７日には、第４回南小フェス

ティバルが開催され、約 1000人の方々が集いま

した。地域の方々や関係団体に加え、本校児童の

生活・総合の取組の出展、中学生、保護者、給食

室、専門学校生、大学、地元団体など、多彩な

人々が関わる催しとなり、学校が「みんなのやり

たい」「みんなのわくわく」の交差点となってい

ることを実感しました。学校が、共に子どもを育

てる「つながりの拠点」として機能していること

を、大変心強く感じています。これからも、保護

者・地域・学校がゆるやかにつながり、共に子ど

もたちをはぐくんでいきたいと思います。 

３学期は、１年間の学びと成長を振り返り、次

の学年へと確かな一歩をつなぐ「まとめの学期」

です。できるようになったことや努力してきた過

程を自信として積み重ねるとともに、新たな目標

を見いだす大切な時期でもあります。2月には、

生活科や総合的な学習の時間の成果を子ども同士

で発表・交流する「南小ばんぱく」を予定してい

ます。寒さに負けず、一日一日を大切に過ごしな

がら、子どもたちが大きく伸び伸びと成長してい

くことを、心から願っています。 
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 学校公開日について   日時：1月 17 日（土） 2校時～4校時（下校 12時 5 分頃） 

 （詳しくは、後日配布されるお知らせをご覧ください。）  

 思春期講座のお知らせ （みなみの会主催）   

〇 日 時：1 月 17日（土） 15 時～16時 30 分（体育館） 

〇 講 師：庄子 寛之先生（ベネッセ教育総合研究所  

教育イノベーションセンター主席研究員） 

〇 テーマ：これからの時代の「子育て」と「学び」  

～自由でいいの？ 主体性って何だろう？～ 

    「自由進度学習」って？ 思春期・反抗期の声かけは？ 

「学校へ行きたくない」はどうずる？          （参加申込、質問は上の QR コードから） 

「思春期・反抗期」の声かけは？ 

テクノスカレッジ鉄道交通科と児童との共同出展 
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